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一
、
調
査
旅
程
の
概
要

0
0
八
年
（
平
成
二
十
年
）
九
月
日
か
ら
九
月
八
日
に
か

け
て
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
は
中
国
山
東
省
に
お
い
て
学
術
調
査
を

行
っ
た
。

二
0
0
一
年
以
来
、
本
研
究
会
は
、
上
海
博
物
館
の
訪
問
、
大

阪
大
学
に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
清
華
大
学
、
武

漠
大
学
、
台
湾
大
学
、
東
呉
大
学
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際

学
会
へ
の
参
加
な
ど
、
国
際
的
な
学
術
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て

き
た
。
今
回
の
調
査
は
、
二

0
0
五
年
の
湖
北
省
荊
門
・
荊
州
地

区
の
学
術
調
査
、
二

0
0
六
年
の
湖
南
省
長
沙
地
区
の
学
術
調
査
、

そ
し
て
二

0
0
七
年
の
映
西
省
西
安
•
宝
鶏
地
区
の
学
術
調
査
に

続
き
、
中
国
出
土
文
物
な
ら
び
に
古
代
思
想
史
関
係
史
跡
の
調
査

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

行
程
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
後
節
で
詳
述

中
国
山
東
省
学
術
調
査
報
告

中
国
研
究
集
刊
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
平
成
二
十
一
年
六
月
一
七
ニ
ー

八
九
頁

九
月
五
日

九
月
四
日

九
月
三
日

九
月
二
日

す
る
項
目
）

関
西
国
際
空
港
に
集
合
。
空
路
、
山
東
省
青
島
へ
。

青
島
か
ら
溜
博
へ
。
途
中
、
臨
尚
に
て
、
古
車
博

物
館
、
斉
国
歴
史
博
物
館
、
殉
馬
坑
見
学
。
晏
子

墓
、
斉
四
王
（
威
王
・
宣
王
・
滑
王
・
襄
王
）
墓

視
察
。
瑞
博
泊
゜

午
前
、
管
仲
墓
・
管
子
記
念
館
訪
問
。
広
饒
へ
移

動
、
孫
子
祠
見
学
。
濱
州
へ
移
動
。
午
後
、
魏
氏

荘
園
、
孫
子
故
園
、
孫
子
兵
法
城
見
学
。
濱
州
泊
゜

済
南
へ
移
動
。
山
東
省
博
物
館
訪
問
。
午
後
、
泰

安
へ
移
動
。
岱
廟
見
学
。
泰
安
泊
。

午
前
、
泰
山
へ
。
泰
山
玉
皇
廟
、
孔
子
廟
見
学
。

午
後
、
曲
阜
へ
移
動
。
明
代
城
壁
、
孔
廟
・
孔
府
・

孔
林
、
周
公
廟
、
少
臭
陵
見
学
。
曲
阜
泊
。

戦

国

楚

簡

研

究

会
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参
加
者
は
、
浅
野
裕
一
（
東
北
大
学
大
学
院
）
・
湯
浅
邦
弘
（
大

阪
大
学
大
学
院
）

•

福
田
哲
之
（
島
根
大
学
）
•
竹
田
健
二
（
同
）
、

•59

‘ 

福
田
一
也
（
日
本

学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
）
、
草
野
友

子
（
大
阪
大
学
大

学
院
生
・
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研

究
員
）
、
白
雨
田
（
大

阪
大
学
大
学
院
生
）

の
七
名
で
あ
る
（
写

真
参
照
）
。

参加メンバー
（山東省孫子故園孫武像前にて）

九
月
八
日

九
月
七
日

九
月
六
日

午
前
、
孔
子
研
究
院
見
学
。
嘉
祥
へ
。

武
氏
墓
群

石
刻
博
物
館
視
察
。
膝
州
へ
移
動
。
午
後
、
墨
子

紀
念
館
、
膝
州
漢
画
像
石
館
見
学
。
曲
阜
泊
。

午
前
、
祈
南
へ
。
諸
葛
亮
故
里
記
念
館
見
学
。
午

後
、
臨
祈
へ
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
博
物
館
訪
問
。

臨
祈
市
博
物
館
見
学
。
臨
祈
泊
゜

臨
祈
発
、
青
島
へ

。
青
島
空
港
か
ら
関
西
国
際
空

港
へ
。
関
西
国
際
空
港
に
て
解
散
。

な
お
、
調
査
旅
行
の
準
備
と
し
て
、
渡
航
二
月
前
の
七
月
上
旬
、

山
東
省
博
物
館
と
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
博
物
館
に
手
紙
を
送
り
、
訪

問
の
日
程
と
目
的
を
伝
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
好
意
的
な
お
返
事
を
い

た
だ
き
、
面
会
が
実
現
し
た
。

二
、
晏
子
墓
と
管
仲
墓
・
管
子
記
念
館

（
湯
浅
邦
弘
）

九
月
二
日
の
午
後
、
青
島
に
到
着
し
た
我
々
は
斉
国
の
都
で
あ

っ
た
臨
淵
（
現
在
の
澁
博
市
）
に
移
動
し
、
古
車
博
物
館
、
斉
国

歴
史
博
物
館
、
殉
馬
坑
を
見
学
し
た
後
、
晏
子
墓
へ
と
向
か
っ
た
。

周
り
は
見
渡
す
限
り
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
で
、
そ
の
中
に
ひ
っ

そ
り
と
鎮
座
し
て
い
る
の
が
晏
子
墓
で
あ
っ
た
。
バ
ス
を
降
り
、

狭
い
農
道
を
五
十
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
歩
く
と
右
手
に
墓
へ
と
続
く
参

道
が
見
え
た
。
墓
の
正
面
に
は
、
「
齊
相
晏
平
仲
之
墓
」
と
刻
ま
れ

た
墓
碑
が
あ
り
（
写
真
）
、
傍
ら
に
晏
平
仲
の
肖
像
画
が
描
か
れ
た

石
碑
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
十
二
年
前
(
-
九
九
六
年
）

に
も
こ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
参
道
は
な
か
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
が
‘
そ
れ
以
外
は
十
二
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
夕
暮
れ
時
で
辺
り
は
静
ま
り
か
え
っ

て
お
り
、
節
倹
を
尊
ん
だ
晏
嬰
の
姿
が
偲
ば
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
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武文印わは る 管る
両字象る管云。ま子の
道が的有仲-そず記み
で掲だ名記との正念で
あげつな念記奥門館あ
つらた場館さに 前 と つ
たれの面とれはでした
とて はが なた黄はて゜
いい‘等っ負色、完し
う る建身て 色を威 全か
ここ物大 おの基風にし
ととののり、旗調堂観現
をで東人 がと々光在

-, 

表あ西形管た
した地‘ ←――-----~.,

しつに に 飽 な左る化管 晏子墓
てたーよ之び呂硲さ仲のた九つ乗 専を車仲牛我
い° 文 り 交 い塁昇れ百墓際六たり用通高墓山々翌
る管治再-て の

像て-碑に年゜換 バ 過制を北は九
の仲-現等い建がい一蓋がは~+えスせ限見麓臨月
でのとさのた 物我 t'o1- 立‘に二てかねの学に溜三

あ政ーれ管゜
し一

が々 整て質 同年現らばぁし位市日
ろ治武て仲建な を 備ら素墓前地乗なるぢ置街の
うは事いに物ら出 されなを ＾へ用ら高途すの早
。、ーるまのび迎 れて管訪一向車ず架中る南朝
中文の゜つ中、 ぇ ‘い仲れ九かに‘下、管‘‘

歴
然
と
し
た
違
い

央
後
方
に
あ
る
「
管
仲
祠
」

を
抜
け
、
奥
の
階
段
を
登

る
と
、
よ
う
や
く
管
仲
墓

に
到
着
し
た
。
先
の
晏
嬰

墓
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
立
派
な
お
墓
で
、
黒

塗
り
の
墓
碑
に
金
文
字
で

く
っ
き
り
と
「
齊
相
管
夷

吾
之
墓
」
（
写
真
）
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
晏
嬰
と
管

仲
は
と
も
に
古
代
斉
国
の

賢
臣
だ
が
、
彼
ら
に
対
す

る
現
在
の
評
価
は
、
両
者
の
墓
を
見
る
限
り
、

が
あ
る
よ
う
だ
。

か
つ
て
「
臨
瑞
の
中
は
七
万
戸
：．
車
殺
繋
ち
、
人
肩
摩
れ
：
・
」

（
『
戦
国
策
』
・
『
史
記
』
）
と
謳
わ
れ
た
盛
時
の
面
影
は
な
い
も
の

の
、
近
年
に
お
け
る
中
国
の
経
済
発
展
に
よ
り
、
臨
淵
の
街
は
飛

躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
臨
溜
の
街
並

み
が
一
望
で
き
る
こ
の
高
台
か
ら
、
管
仲
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で

こ
の
変
化
を
眺
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
福
田
一
也
）

， 

｀ 

f し^ 一、、
管仲墓
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山
東
省
博
物
館
は
、

中
華
人
民
共
和
国
の
建

国
後
最
初
に
設
立
さ
れ

自
た
省
レ
ベ
ル
の
博
物
館

K
E
 

物
で
、

一
九
五
四
年
に
設

博省
立
、
一
九
五
六
年
に
公

東山
開
さ
れ
た
。
現
在
の
建

A

物
は
、
一
九
九
一
年
八

月
に
建
築
が
始
ま
り
、

真写

一
九
九
二
年
十
月
か
ら

公
開
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
収
蔵
品
は
十

数
万
件
に
及
び
、
そ
の
中
心
は
、
青
銅
器
・
画
像
石
・
陶
磁
器

・

簡
韻
な
ど
の
歴
史
的
な
文
物
と
さ
れ
る
。

な
お
、
本
博
物
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
、
「
現
在
建
設
中
の
山

東
省
博
物
館
新
館
予
想
固
」
の
イ
ラ
ス

ト
が
示
さ
れ
て
い
た
。
但

し
、
イ
ラ
ス
ト
以
外
に
説
明
は
な
く
、
ま
た
敷
地
内
で
現
在
建
築

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

博
物
館
に
到
着
後
、
我
々
は
保
管
倉
庫
の
あ
る
建
物
の

一
室
に

通
さ
れ
、
そ
こ
で
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
を
実
見
し
た
。
我
々
が
実
見

し
た
竹
簡
は
二
十
枚
で
あ
る
。
（
写
真
B
・
写
真
C
)

竹
簡
は
、
薄
い
ガ
ラ
ス
板
に
よ
っ
て
表
・
裏
両
面
か
ら
挟
ま
れ

て
、
糸
で
縛
っ
て
固
定

さ
れ
た
状
態
で
、
保
存

の
た
め
の
液
体
を
満
た

し
た
試
験
管
に
一
枚
ず

つ
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

試
験
管
は
、
約
三
十
セ

ン
チ
の
長
い
も
の
が
十

七
本
、
そ
の
お
よ
そ
半

分
程
度
の
短
い
も
の
が

三
本
で
あ
っ
た
。
合
計

二
十
本
の
試
験
管
は
、

ふ
た
付
の
ケ
ー
ス
に
並

写真B 銀雀山漢墓竹簡の実見

三
、
山
東
省
博
物
館

九
月
四
日
、
我
々
は
濱
州
の
ホ
テ
ル
を
朝
七
時
半
に
出
発
、
嵩

速
道
路
で
省
都
の
済
南
へ
向
か
い
、
午
前
十
時
す
ぎ
に
山
東
省
博

物
館
に
到
着
し
た
（
写
真

A
)
。
前
述
の
通
り
、
山
東
省
博
物
館
に

は
渡
航
前
に
手
紙
で
訪
問
を
連
絡
し
て
あ
っ
た
。
館
長
の
魯
文
生

氏
は
出
張
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
文
物
管
理
部
主
任
の
王
之

厚
氏
が
代
わ
っ
て
我
々
と
会
い
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
を
見
せ
て
く

だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
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べ
て
納
め
ら
れ
て
い
た
。

二
十
枚
の
竹
簡
の
う
ち
、
完
筋
は
十
一
枚
、
残
筋
は
九
枚
で
あ

る
。
完
簡
と
六
枚
の
残
簡
は
長
い
試
験
管
に
、
三
本
の
短
い
残
簡

は
短
い
試
験
管
に
、
そ
れ
ぞ
れ
納
め
ら
れ
て
い
た
。
各
試
験
管
に

は
、
口
の
や
や
下
の
部
分
に
、
白
い
文
字
で
二

S
三
桁
の
ア
ラ
ビ

ア
数
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。
整
理
の
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
但
し
、
二
十
本
の
試
験
管
に
記
さ
れ
た
数
字
は
連
番

で
は
な
か
っ
た
。
我
々
が
実
見
し
た
も
の
は
、
比
較
的
状
態
の
よ

い
竹
筋
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

な
お
、
実
見
に
当
た
っ
て
は
、
竹
筋
・
試
験
管
そ
の
も
の
の
写

真
撮
影
が
禁
止
さ
れ
た
。

竹
筋
•
試
験
管
の
様
子
に

つ
い
て
は
、
『
大
黄
河
文

明
の
流
れ
山
東
省
文
物

展
図
録
』
（
西
部
美
術

館
•

朝
日
新
聞
社
、
一
九

八
六
年
）
一
三
二
頁
の
カ

ラ
ー
写
真
を
参
考
さ
れ
た

い
。
我
々
が
実
見
し
た
も

の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

実
見
の
際
、
完
筋
の
編

棧
は
三
道
で
あ
る
こ
と
、

写真C 銀雀山漢墓竹筋の実見

契
口
は
右
契
口
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
竹
簡
に
「
孫
子
日
」
や
「
威

王
問
孫
子
日
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
お

そ
ら
く
実
見
し
た
竹
筋
は
全
て
『
孫
腋
兵
法
』
の
一
部
と
思
わ
れ

た
が
、
斉
孫
子

・
呉
孫
子
の
い
ず
れ
の
文
献
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
の
か
に
つ
い
て
、
特
に
説
明
は
な
か
っ
た
。

竹
筋
の
実
見
に
続
い
て
、
王
之
厚
氏
と
面
談
し
た
（
写
真

D
)
。

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
含
ま
れ
て
い
る
多
数
の
残
筋
に
つ
い
て
、
現

在
調
査
・
研
究
が
進
展
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

王
氏
の
回
答
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
は
、

一
九
七

二
年
の
出
土
の
後
、
研
究

に
つ
い
て
は
北
京
が
中
心
と
な
り
、
山
東
省
博
物
館
は
竹
筋

の
保
存

・
管
理
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
竹
筋
は
、

本
博
物
館
の
専
用
の
倉
庫
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
。
竹
筋

は
保
存
の
た
め
の
液
体
を
充
た
し
た
試
験
管
に
入
れ
て
い
る

が
、
出
土
当
時
、
北
京
の
胡
継
裔
氏
と
連
絡
を
取
り
、
一
部

の
竹
簡
に
つ
い
て
脱
水
加
工
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
竹
簡

が
多
蓋
で
、
資
金
的
な
問
題
も
あ
っ
た
た
め
、
脱
水
加
工
を

行
っ
た
竹
筋
は
一
部
に
止
ま
っ
た
。
七

0
年
代
の
末
頃
に
は
、

脱
水
加
工
を
加
え
る
べ
き
か
ど
う
か
の
論
争
も
あ
り
、
ま
た

脱
水
加
工
を
行
っ
て
も
行
わ
な
く
て
も
、
竹
筋
は
五
十
年
し

か
も
た
な
い
と
の
見
方
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
‘
資
金
的
に
は
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問
題
が
無
く
な
っ
た
が
、
脱
水
加
工
を
行
っ
た
竹
筋
は
文
字

が
少
し
ぼ
や
け
て
見
え
た
た
め
、
他
の
竹
簡
に
脱
水
加
工
を

行
う
こ
と
は
中
断
し
た
。
博
物
館
と
し
て
は
、
現
在
の
保
存

処
置
の
ま
ま
で
も
、
人
の
目
で
見
る
限
り
、
竹
簡
は
出
土
当

時
か
ら
あ
ま
り
変
化
が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
竹
簡
の
保

存
の
た
め
に
は
、

一
定
の
環
境
を
保
ち
、
光
な
ど
を
当
て
な

い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
か
ら
、
特
別
な
展
覧
会
な
ど
が
な
け

れ
ば
、
基
本
的
に
は
公
開
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
現
在

も
本
博
物
館
は
北
京
の
胡
氏
と
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、
善
い

保
存
の
方
法
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
る
。
戦
国
楚

簡
が
出
土
し
た
湖
北
省
と
も
連
絡
を
取
っ
て
い
る
が
、
湖
北

省
側
は
地
域
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
我
々
に
協

力
的
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
我
々
は
や
は
り
北
京
を
頼
り

に
し
て
い
る
。
日
本
の
先
進
的
な
技
術
に
も
関
心
を
持
っ
て

お
り
、
今
後
の
共
同
研
究
に
も
期
待
し
て
い
る
。

王
氏
の
話
に
出
て
き
た
竹
簡
の
脱
水
処
理
に
つ
い
て
は
、
出
土

し
た
竹
簡
の
整
理
に
当
た
っ
た
胡
継
高
氏
の
論
文

「銀
雀
山
和
馬

王
堆
出
土
竹
簡
脱
水
試
験
報
告
ー
兼
論
醇
ー
褪
連
浸
法
原
理
」
（
『
文

物
』

一
九
七
九
年
第
四
期
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

論
文
に
よ
れ
ば
、
様
々
な
方
法
と
薬
品
を
用
い
た
試
験
の
結
果
‘

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
ー
エ

—

テ
ル
ー

樹
脂
法
に

よ
る
脱
水
処
理
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
際
に
重
視
さ
れ
た

の
は
、
脱
水
処
理
後
の
竹
筋

が
裂
け
て
変
形
す
る
こ
と
が

無
く
、
文
字
が
は
っ
き
り
と

見
え
、
ま
た
色
つ
や
や
質
感

も
問
題
が
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
出
土

し
た
馬
王
堆
漢
塁
の
竹
簡
は

比
較
的
保
存
状
態
が
よ
か
っ

た
（
含
水
量
は
約
三

0
%）

が
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
節
は
出
士
時
点
で
既
に
か
な
り
傷
ん
で
お
り

（
平
均
含
水
量
は
七
六
．
八
五
％
）
、
同
じ
脱
水
処
理
法
で
は
対
応

で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
王
氏
の
話
で
は
、
脱
水
加
工

を
行
っ
た
竹
簡
の
文
字
は
少
し
ぽ
や
け
て
見
え
た
と
の
こ
と
だ
が
、

胡
氏
の
論
文
に
は
そ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な

ヽ
。

'＞ 

面
談
の
最
後
に
、
今
後
残
簡
の
写
真
を
公
開
す
る
予
定
が
あ
る

か
ど
う
か
を
王
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
残
筋
を
含
め
て
、
竹
筋
の

写
真
は
北
京
で
す
べ
て
撮
影
済
み
で
あ
る
、
既
に
出
版
し
た
『
銀

雀
山
漢
墓
竹
筋
』
（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
、
文
物
出
版
社
、

一
九
八
五
年
）
に
収
め
ら
れ
た
『
孫
子
兵
法
』
『
孫
腋
兵
法
』
に
続 写真D 王之厚氏との面談
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い
て
、
他
の
文
献
も
出
版
す
る
予
定
で
、
整
理
中
で
あ
る
、
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

但
し
、
研
究
の
進
展
と
公
開
の
準
備
と
に
関
す
る
具
体
的
な
説

明
は
無
く
、
実
現
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
の
印
象
を
受
け
た
。

文
化
大
革
命
中
に
出
土
し
た
銀
雀
山
漠
墓
竹
簡
は
、
乱
暴
な
発

掘
に
よ
っ
て
出
土
の
際
に
激
し
く
傷
ん
だ
上
に
、
保
存
・
管
理
を

め
ぐ
っ
て
様
々
な
問
題
に
直
面
し
、
更
に
損
傷
が
加
わ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
特
に
小
さ
な
断
片
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
残
簡
に
つ
い
て

は
、
現
在
は
研
究
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
状
態
で
は
な
い
か
と
危

惧
さ
れ
る
。
な
お
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
出
土
状
況
や
そ
の
後
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
『
孫
子
兵
法
発
掘
物
語
』
（
岳
南
著
、
加
藤
優

子
訳
、
浅
野
裕
一
解
説
、
岩
波
書
店
、
二

0
0
六
年
）
が
参
考
に

な
る
。王

氏
と
の
面
談
の
後
、
我
々
は
一
旦
博
物
館
を
出
て
昼
食
を
と

り
、
再
び
博
物
館
に
戻
っ
て
館
内
の
展
示
を
見
た
。
そ
の
時
初
め

て
気
付
い
た
の
だ
が
‘
館
内
に
銀
雀
山
漠
墓
竹
簡
に
関
す
る
展
示

は
一
切
無
か
っ
た
。
調
査
に
参
加
し
た
福
田
一
也
氏
が
、
一
九
九

六
年
八
月
に
山
東
省
博
物
館
を
訪
れ
た
際
に
は
、
数
十
本
の
竹
簡

の
展
示
（
お
そ
ら
く
レ
プ
リ
カ
）
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
展
示
を
行
っ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

戦
国
楚
簡
研
究
会
が
二

0
0
五
年
に
行
っ
た
湖
北
省
荊
門
・
荊

州
学
術
調
査
旅
行
の
帰
途
立
ち
寄
っ
た
上
海
博
物
館
書
法
館
で
も
、

四
、
武
氏
墓
群
石
刻
博
物
館

以
前
は
あ
っ
た
戦
国
楚
簡
の
パ
ネ
ル
の
展
示
が
な
く
な
り
、
収
蔵

さ
れ
て
い
る
戦
国
楚
簡
に
関
す
る
展
示
が
一
切
見
あ
た
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
（
「
湖
北
省
荊
門
・
荊
州
学
術
調
査
報
告
」
〔
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
三
八
号
所
収
、
二

0
0
五
年
〕
参
照
）
。
貴
重
な

資
料
を
保
管
す
る
た
め
に
現
物
そ
の
も
の
の
公
開
を
ひ
か
え
る
の

は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
関
連
す
る
展
示
す
ら
ま
っ
た
く
な
い
の
で

は
、
研
究
に
資
す
る
情
報
が
得
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
竹
簡
に

対
す
る
一
般
の
理
解
も
広
ま
ら
な
い
。
出
土
し
た
竹
簡
を
収
蔵
す

る
博
物
館
は
、
積
極
的
な
展
示
を
行
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
竹
田
健

武
氏
墓
群
石
刻
博
物
館
は
、
曲
阜
か
ら
専
用
バ
ス
で
約
二
時
間
、

嘉
祥
県
の
東
南
約
十
五
キ
ロ
の
武
氏
祠
旧
跡
に
位
置
す
る
。
博
物

館
の
正
門
を
入
っ
て
正
面
に
は
武
氏
祠
画
像
石
を
中
心
と
す
る
武

氏
祠
石
刻
の
陳
列
館
が
あ
り
、
右
側
に
は
新
出
土
の
画
像
石
を
中

心
と
す
る
嘉
祥
新
出
土
石
刻
の
陳
列
館
が
増
設
さ
れ
て
い
る
。

武
氏
は
殷
王
武
丁
の
後
裔
と
さ
れ
、
東
漢
期
に
は
任
城
（
嘉
祥

県
）
の
豪
族
と
し
て
知
ら
れ
た
。
武
氏
祠
は
こ
の
武
氏
一
族
の
墓

前
に
建
て
ら
れ
た
祠
堂
で
あ
る
。
武
氏
石
問
銘
や
武
氏
関
係
の
碑
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文
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
年
代
は
後
漠
の
桓
帝
期
の
建
和
元
年
（

四
七
）
か
ら
霊
帝
の
建
寧
元
年
(
-
六
八
）
頃
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
北
宋
の
欧
陽
脩
『
集
古
録
』
、
趙
明
誠
『
金
石
録
』
、
南
宋
の

洪
造
『
隷
釈
』
『
隷
続
』
な
ど
、
宋
代
の
文
献
に
は
武
氏
祠
石
刻
に

関
す
る
記
録
が
見
え
る
が
、
そ
の
後
、
河
水
の
氾
濫
に
よ
っ
て
埋

没
し
、
清
の
乾
隆
五
十
一
年
(
-
七
八
六
）
の
黄
易
に
よ
る
発
掘

を
契
機
と
し
て
、
広
く
内
外
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
正
面
展
示

室
に
は
現
在
、
石
閥
一
対
•
石
獅
一
対
•
石
碑
六
種
（
漠
碑
二
種
·

清
碑
四
種
）
・
画
像
四
十
四
石
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
嘉
祥

新
出
土
石
刻
の
陳
列
館
に
は
、
解
放
後
に
嘉
祥
県
を
中
心
と
す
る

宋
山
・
五
老
注
・
紙
坊
鎮
•
徐
村
・
狼
山
屯
•
南
武
山
・
斉
山
な

ど
の
地
域
か
ら
出
土
し
た
百
余
り
の
画
像
石
の
う
ち
、
山
東
省
博

物
館
収
蔵
分
を
除
く
お
よ
そ
四
十
余
り
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

武
氏
祠
石
刻
に
つ
い
て
は
、
容
庚
『
漢
武
梁
祠
画
象
録
』
(
-
九

三
六
年
、
北
京
）
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
の
図
録
や
論
著
が
備

わ
る
。
近
年
の
も
の
で
は
、
朱
錫
禄
編
著
『
武
氏
祠
漢
画
像
石
』

（
山
東
美
術
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
が
、
内
外
に
流
出
し
た
石

刻
も
網
羅
し
、
武
氏
祠
石
刻
の
全
容
を
う
か
が
う
上
で
有
益
で
あ

る
。
ま
た
嘉
祥
新
出
土
石
刻
に
つ
い
て
も
、
嘉
祥
県
武
氏
祠
文
管

所
「
山
東
嘉
祥
宋
山
発
現
漢
画
像
石
」
（
『
文
物
』
一
九
七
九
年
第

九
期
）
、
済
寧
地
区
文
物
組
嘉
祥
県
文
管
所
「
山
東
嘉
祥
宋
山
一

九
八

0
年
出
土
的
漠
画
像
石
」
（
『
文
物
』
一
九
八
二
年
第
五
期
）
、

嘉
祥
県
文
管
所
朱
錫
禄
「
嘉
祥
五
老
珪
発
現
一
批
漢
画
像
石
」
（
同

上
）
な
ど
に
出
土
報
告
が
あ
り
、
朱
錫
禄
編
著
『
嘉
祥
漢
画
像
石
』

（
山
東
美
術
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
に
は
「
嘉
祥
漢
画
像
石
概

論
」
と
と
も
に
一
六

0
石
に
お
よ
ぶ
[
図
版
]
[
図
版
説
明
]
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
武
氏
墓
群
石
刻
博
物
館
の
収
蔵
品
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
今
さ
ら
贅
言
を
要

し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
当
館
に
お
い
て
過
眼
し
た
石
刻
の

う
ち
、
思
想
史
研
究
の
面
で
注
目
さ
れ
る
「
孔
子
見
老
子
」
画
像

石
と
新
出
土
の
文
字
資
料
で
あ
る
「
武
仲
興
道
従
達
」
刻
石
と
を

中
心
に
報
告
し
た
い
。

「
孔
子
見
老
子
」
画
像
石

武
氏
墓
群
石
刻
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
数
多
く
の
画
像
石
の
中

で
、
と
く
に
我
々
の
注
目
を
集
め
た
の
は
嘉
祥
新
出
石
刻
の
陳
列

館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
二
種
の
「
孔
子
見
老
子
」
画
像
石
で
あ
っ

た
。
上
述
し
た
『
嘉
祥
漢
画
像
石
』
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
「
図

8
3
斉
山
画
像
第
3
石
」
第
一
層
お
よ
び
「
図
126
紙
坊
鎮
敬
老
院
画

像
第
1
石
」
第
二
層
に
該
当
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
[
図
版
]
お
よ
び
[
図
版
説
明
]
を
引
用

す
る
。
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が
一

“
第
一
層
、
刻
孔
子

見
老
子
図
。
老
子

i

面
向
右
、
手
柱
一

しご
拐
提
、
孔
子
面
向

左
、
大
袖
筒
中
伸

-
．
出
雨
只
鳥
頭
。
孔

一
子
和
老
子
之
間
有

i

―
児
童
、
右
手
推

―
―
小
独
輪
、
左
手

一
拾
起
、
面
仰
起
向

一
孔
子
、
此
児
童
当

為
項
棄
。
孔
子
背

＿
後
為
顔
回
、
双
手

i

拾
起
干
胸
前
。
此

三
人
之
背
後
上
方

i
 

有
題
榜
日
、
＂
老
子
也
“
”
孔
子
也
“
”
顔
回
“
。
老
子
身
後
有
子
弟
七
人
。

孔
子
身
後
有
子
弟
共
二
十
人
、
其
中
子
路
頭
戴
雄
鶏
冠
、
腰
懸
小
野
猪
、

双
袖
上
将
至
腎
、
顕
出
一
副
勇
武
有
力
的
様
子
、
頭
右
方
一
榜
日
”
子

路

[
図

83
斉
山
画
像
第

3
石
第
一
層
（
部
分
）

図
126 

紙
坊
鎮
敬
老
院
画
像
第

1
石

第

二

層

第
二
層
、
刻
孔
子
見
老
子
図
。
孔

子
和
老
子
均
頭
戴
進
賢
冠
、
身
着

長
抱
、
往
一
鷲
曲
的
拐
杖
相
対
頷

首
施
礼
。
背
後
分
別
刻
隷
書
題
榜

}
”
孔
子
“
”
老
子
“
o

孔
子
和
老
子

之
間
、
一
児
童
側
身
面
向
孔
子
立
、

似
在
説
話
、
這
人
応
為
項
棄
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
史
記
』
孔
子
世
家
な
ど
が
記
す
孔
子
と

老
子
と
の
会
見
の
場
面
、
い
わ
ゆ
る
孔
子
問
礼
図
と
さ
れ
る
が
、

注
意
を
要
す
る
の
は
、
両
者
の
間
に
一
人
の
童
子
が
立
ち
、
孔
子
の

方
を
向
い
て
何
か
話
を
し
て
い
る
様
子
が
画
か
れ
て
い
る
点
で
あ

る
二
図
版
説
明
]
に
よ
れ
ば
、
こ
の
童
子
は
項
棄
と
さ
れ
、
図

83
の

項
棠
は
車
輪
の
つ
い
た
玩
具
の
よ
う
な
も
の
を
押
し
て
い
る
。
「
孔

子
見
老
子
」
画
像
は
他
の
画
像
石
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
は
た
し
て

そ
れ
ら
に
も
項
槃
な
る
童
子
が
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
に
、
先
に
掲
げ
た
図

83
．
図

1
2
6

を
含
む
管
見
の
及
ん
だ
武
氏
祠
•
嘉
祥
出
土
画
像
石
図
録
中
の

「
孔
子
見
老
子
」
画
像
石
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
‘
[
別
表
]
に

掲
げ
た
十
三
例
が
確
認
さ
れ
る
。
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図 図 図 図 図 図 図 図 図 図 図 図 図

贋24 129 126 93 91 83 51 49 47 36 32 11 /『,, 
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石
鷹

像 石 石
第

第
第 第 第

石 老

第
第

第 第
l ＝ 層 第

子
4 1 ：：： 層

石
層 層 層
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層

層 層
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[
別
表
]
武
氏
祠
•
嘉
祥
出
土
画
像
石
に
み
え
る
「
孔
子
見
老
子
」

画
像
一
覧

魯
文
生
主
編
『
山
東
省
博
物
館
蔵
珍
•
石
刻
巻
』
（
山
東

文
化
音
像
出
版
社
、
二

0
0
四
年
）

（
な
お
C
の
図
30
に
も
「
孔
子
見
老
子
画
像
石
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
④
に
掲
げ
た
B
の
図
36
と
同
一
で
あ
る
）

こ
こ
に
挙
げ
た
「
孔
子
見
老
子
」
画
像
石
は
す
べ
て
、
孔
子
と

老
子
と
の
間
に
童
子
が
立
ち
、
孔
子
の
方
を
向
い
て
何
か
話
を
し

て
い
る
よ
う
な
共
通
の
構
図
を
と
る
。
さ
ら
に
①

S
⑧
⑬
は
童
子

が
片
方
の
手
で
車
輪
の
つ
い
た
玩
具
の
よ
う
な
も
の
を
も
ち
、
①

③

S
⑧
⑬
は
も
う
一
方
の
手
を
挙
げ
て
孔
子
に
何
か
を
指
示
し
て

い
る
。
童
子
が
も
つ
車
の
車
輪
は
①
②
⑤

S
⑧
⑬
は
単
輪
で
あ
る

が
、
③
④
で
は
明
ら
か
に
両
輪
に
画
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前

者
は
二
輪
車
を
側
面
形
と
し
て
画
い
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
解
説
に
お
い
て
も
、
孔
子
と
老
子
と
の
間
に
立
つ
童

子
は
項
棄
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
項
棄
と
孔
子
お
よ
び
老
子
と
の

関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ

c
 

B
 

著
録

A

朱
錫
禄
編
著
『
武
氏
祠
漢
画
像
石
』
（
山
東
美
術
出
版
社
、

一
九
八
六
年
）

朱
錫
禄
編
著
『
嘉
祥
漢
画
像
石
』
（
山
東
美
術
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）
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れ
で
は
、
老
子
・
孔
子
•
項
棄
の
者
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

り
、
項
稟
と
孔
子
と
の
間
に
は
い
か
な
る
問
答
が
交
わ
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

伝
存
文
献
中
に
見
え
る
項
棄
の
関
係
資
料
は
、
銭
穆
「
項
棄
孜
」

（
『
先
秦
諸
子
繋
年
』
巻
一
、
「
二
六
孔
鯉
顔
回
卒
年
孜
」
附
）

に
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
項
棄
は
項
託
と
も
表

記
さ
れ
、
伝
存
文
献
で
は
『
戦
国
策
』
巻
七
•
秦
策
五
に
み
え
る

「
甘
羅
日
、
夫
項
棄
生
七
歳
而
為
孔
子
師
」
と
の
記
述
が
最
も
古

い
。
ほ
ぼ
同
じ
記
述
は
『
史
記
』
巻
七
十
一
・
甘
羅
伝
、
『
淮
南
子
』

巻
十
九
•
修
務
訓
、
『
新
序
』
巻
五
・
雑
事
第
五
、
『
論
衡
』
巻
二

十
六
•
実
知
篇
に
も
み
え
、
七
歳
に
し
て
孔
子
の
師
と
な
っ
た
項

棄
の
伝
承
が
漠
代
に
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
資
料
か
ら
は
項
棄
と
老
子
と
の
関
係
は
み
え
て
こ
な
い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
項
棄
孜
」
が
引
用
す
る
「
愁
康
高

士
偲
乃
云
、
大
項
薬
輿
孔
子
倶
學
於
老
子
」
と
の
記
述
で
あ
る
。

岱
康
『
高
士
伝
』
は
侠
書
で
あ
り
、
こ
の
記
述
が
何
に
引
用
さ
れ

て
い
た
か
に
つ
い
て
銭
穆
は
記
し
て
い
な
い
が
、
近
年
、
金
文
京

氏
に
よ
っ
て
『
玉
燭
宝
典
』
所
引
の
愁
康
『
高
士
伝
』
侠
文
に
、

先
の
一
条
と
と
も
に
「
孔
子
見
老
子
」
画
像
の
意
味
を
知
る
上
で

さ
ら
に
重
要
な
記
述
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
（
金
文

京
「
孔
子
の
伝
説
—
「
孔
子
項
託
相
問
書
」
考
ー
」
〈
『
説
話
論
集

第
十
六
集
』
清
文
堂
出
版
、
二

0
0
七
年
〉
）
。
『
玉
燭
宝
典
』
は

六
朝
末
に
杜
台
卿
が
著
し
た
歳
時
記
で
あ
り
、
中
国
で
は
亡
ん
で

我
が
国
に
伝
存
し
た
逸
存
書
の
―
っ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
画
像
石

に
対
応
す
る
愁
康
『
高
士
伝
』
の
逸
文
は
『
玉
燭
宝
典
』
四
月
孟

夏
第
四
に
以
下
の
ご
と
く
見
出
さ
れ
る
。

岱

康

高

士

偲

乃

大

項

棄

輿

孔

子

倶

學

於

老

俄

而

大

項
為
童
子
推
蒲
車
而
戯
。
孔
子
候
之
、
偶
而
不
識
。
問
大
項

日
、
居
何
在
。
日
萬
流
屋
是
。
到
家
而
知
、
向
是
項
子
也
。

友
之
輿
之
談
。

愁
康
高
士
伝
は
乃
ち
言
う
、
大
項
薬
孔
子
と
倶
に
老
子
に
学

に

わ

か

た

わ

む

ぶ
。
俄
に
し
て
大
項
童
子
と
為
り
て
蒲
車
を
推
し
て
戯
る
。

た

ず

あ

孔
子
之
を
候
ぬ
る
に
、
偶
う
も
識
ら
ず
。
大
項
に
問
い
て
日

く
「
居
は
何
く
に
在
り
」
と
。
日
く
「
万
流
の
屋
是
れ
な
り
」

と
。
家
に
到
り
て
知
る
、
向
か
え
る
は
是
れ
項
子
な
る
を
。

か
た

之
を
友
と
し
之
と
談
れ
り
。

こ
の
記
述
は
、
老
子
と
孔
子
と
の
間
で
車
を
押
す
童
子
の

を
描
い
た
「
孔
子
見
老
子
」
画
像
石
と
よ
く
一
致
し
、
そ
の
意
味

を
知
る
上
で
貴
重
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
。
し
か
し
な
お
疑
問

と
す
べ
き
は
、
「
孔
子
見
老
子
」
画
像
石
は
、
そ
の
多
く
が
老
子
に

対
面
し
て
双
手
拝
礼
す
る
孔
子
を
描
い
た
、
い
わ
ゆ
る
問
礼
図
の
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形
式
を
と
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
老
子

に
教
え
を
乞
わ
ん
と
す
る
孔
子
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
『
高

士
伝
』
逸
文
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
、
項
嚢
と
孔
子
と
が
と
も
に
老

子
に
学
ん
だ
後
の
場
面
と
は
い
さ
さ
か
状
況
を
異
に
す
る
点
で
あ

る
。
画
像
資
料
と
文
献
資
料
と
の
接
合
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
態

度
が
必
要
で
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
こ
と

は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
問
礼
の
た
め
に
老
子

を
訪
ね
た
孔
子
に
対
し
て
、
老
子
の
高
弟
と
し
て
仲
介
役
を
務
め

る
童
子
項
棄
の
伝
承
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
文
献
資
料
と
の
比
較
作
業
を
通
し

て
、
「
孔
子
見
老
子
」
画
像
石
に
は
、
孔
子
問
礼
と
い
う
主
題
と
と

も
に
今
日
で
は
失
わ
れ
た
孔
子
項
棄
問
答
と
い
う
主
題
が
組
み
込

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
う
し
た
点
に
も
、
文
献

資
料
の
空
隙
を
埋
め
得
る
画
像
資
料
の
独
自
の
価
値
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

「
武
仲
興
道
従
達
」
刻
石

武
氏
墓
群
石
刻
博
物
館
の
収
蔵
品
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
画
像

石
が
中
心
的
位
置
を
占
め
る
が
、
文
字
資
料
の
面
で
も
武
斑
碑
・

武
氏
石
閾
銘
・
武
氏
祠
画
像
石
題
記
な
ど
、
貴
重
な
石
刻
が
含
ま

れ
て
い
る
。
以
下
に
紹
介
す
る
「
武
仲
興
道
従
達
」
刻
石
は
、

九
九
二
年
に
発
見
さ
れ
た
新
出
の
文
字
資
料
で
あ
る
。
は
じ
め
に

曹
建
国
「
嘉
祥
武
氏
家
族
発
現
新
成
員
—
ー
志
加
祥
武
氏
墓
群
石
刻

＂
武
仲
興
道
従
達
”
刻
石
初
探
」
（
『
中
国
漢
画
学
会
第
九
届
年
会

論
文
集
（
上
）
』
中
国
社
会
出
版
社
、
二

0
0
四
年
）
に
も
と
づ
き
、

出
土
状
況
と
刻
石
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。

九
九
二
年
春
、
嘉
祥
県
文
物
局
は
武
氏
祠
東
南
の
二
基

の
漢
墓
を
調
査
し
、
二
号
墓
の
前
室
か
ら
「
武
仲
興
道
従
達
」

刻
石
を
発
見
し
た
。
二
号
墓
は
、
墓
室
の
外
壁
が
東
西
八
・

九
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
・
九
五

S

五
•
四

0
メ
ー
ト
ル
、

墓
門
•
前
室
・
中
室
・
後
室
・
耳
室
・
回
廊
の
六
部
分
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
墓
室
は
す
で
に
破
壊
さ
れ
、
盗
掘
に
よ
り
副

葬
品
も
失
わ
れ
て
い
た
。
「
武
仲
興
道
従
達
」
刻
石
は
長
方

形
の
石
柱
か
ら
な
り
、
高
さ
九

0
セ
ン
チ
、
上
半
部
は
幅
二

ニ
セ
ン
チ
、
厚
二

0
セ
ン
チ
、
下
半
部
は
や
や
粗
雑
な
作
り

で
、
幅
•
厚
各
二
四
セ
ン
チ
。
刻
字
は
石
柱
の
上
半
部
に
位

置
し
、
刻
字
に
用
い
ら
れ
た
盤
（
の
み
）
は
平
盤
、
四
四
X

七
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
平
面
に
「
武
仲
興
道
従
達
」
の
六
字

が
刻
さ
れ
て
い
る
。
一
方
か
ら
刀
を
通
し
た
一
刀
偏
入
の
刻

法
に
よ
る
不
規
則
な
隷
書
で
、
後
漢
後
期
の
風
格
を
示
す
。

石
柱
の
形
態
に
よ
れ
ば
、
下
半
部
の
粗
削
り
の
部
分
は
地

下
に
埋
め
ら
れ
、
上
半
部
の
刻
盤
の
比
較
的
細
か
な
部
分
が
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地
上
に
露
出
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。
「武
仲
興
道
従
達
」

の
「
武
仲
興
」
は
人
名
、
「
道
」
は
墓
道
、
「
従
達
」
は
こ
の

場
所
か
ら
（
武
仲
興
の
墓
道
に
）
達
す
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
「
武
仲
奥
道
従
達
」
刻
石
は
、
も
と
も
と

二
号
墓
中
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
武
仲
興
墓
の
墓
道
前

方
の
地
面
に
立
て
ら
れ
て
い
た
標
記
石
で
あ
り
、
そ
れ
が
二

号
墓
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
は
、
盗
掘
者
な
ど
に
よ
っ
て
墓

室
中
に
投
棄
さ
れ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
武
氏
石
閥
銘
と
武
氏
碑
文
か
ら

知
ら
れ
る
武
氏
の
家
族
成
員
は
、
四
代
十

一
人
に
の
ぼ
る
が、

こ
れ
ら
の
資
料
に
は
「
武
仲
興
」
の
名
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
武
仲
興
」
が
、
建
和
元
年
（

一

四
七
）
に
武
氏
石
閥
を
建
立
し
た
武
氏
四
兄
弟
（
始
公
・
梁
•

景
興
•

開
明
）
の

一
人
、
武
景
興
と
同
じ
「
興
」
字
を
名
に
も

つ
点
で
あ
る
。
当
時
は
命
名
の
際
に
長
翡
の
名
字
を
避
け
る

避
緯
の
慣
習
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
「
武
仲
興
」
は

武
景
輿
と
同
世
代

の
人
物
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
武
氏
四
兄
弟
の
別
名
で
な
い
と
す
れ
ば
、
「
武
仲

興
」
は
そ
の
従
兄
弟
（
い
と
こ
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
曹
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、
「
武
仲
興
道
従
達
」
刻
石
は
、

武
氏
祠
画
像
石
お
よ
び
関
連
す
る
諸
石
刻
と
同
様
、
後
漢
後
期
の
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乙
瑛
碑
・

礼
器
碑

・
孔
宙
碑
な
ど
、
い
ず
れ
も
隷
書
の
古
典
と
し

て
な
じ
み
深
い
。
こ
れ
ら
が
言
わ
ば
よ
そ
行
き
の
晴
（
は
れ
）
の

書
風
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
常
的
な
褻
（
け
）
の
書
風
を
示
す
石

刻
と
し
て
、
墓
室
の
内
外
に
文
字
を
刻
し
た
画
像
石
題
記
や
、
棺

の
外
囲
い
の
石
組
み
（
黄
腸
石
）
に
文
字
を
刻
し
た
黄
腸
石
題
字

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
題
記
や
題
字
は
、
墓
葬
に
か

か
わ
る
石
刻
と
い
う
点
で
共
通
性
を
も
つ
が
、
「
武
仲
興
道
従
達
」

刻
石
の
よ
う
な
墓
道
標
記
の
例
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
報
告
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
•

曹
氏
は
先
の
論
文
の
中
で
、
一
九
八
一
年
の
文
物
調
査
の
際
に

も、

山
東
嘉
祥
県
満
硝
郷
郡
荘
村
に
あ
る
漢
墓
の
墓
道
の
前
上
方

に
お
い
て
、
「
武
仲
興
道
従
達
」
刻
石
と
同
様
の
風
格
を
も
つ
「
五

子
畢
由
此
東
行
」
の
刻
字
石
柱
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て

い
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
出
土
例
が
増
加
す
れ
ば
、
漢
代
石
刻
の

一
類
と
し
て
、
墓
道
標
記
に
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
福
田
哲
之
）

五、

墨
子
紀
念
館

武
氏
墓
群
石
刻
博
物
館
を
見
学
し
た
後
、
膝
州

へ
移
動
。
墨
子

紀
念
館
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
紀
念
館
は
、
一
九
九
三
年
に
学
術
研

究
・
図
書
資
料
の
収
蔵

・
科
学
技
術
教
育
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
‘

墨
子
の
博
物
館
で
あ
る
。
「
序
庁
」
「
綜
合
庁
」
「
科
技
庁
」
「
軍
事

庁
」
「
聖
蹟
庁
」
の
五
つ
の
展
示
室
よ
り
な
る
。

ま
ず
、
「
序
庁
」
に
て
我
々
を
出
迎
え
た
墨
子
像
は
、「
労
働
者
」

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
凛
々
し
い
姿
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

中
国
の
偉
人
た
ち
が
墨
子
を
い
か
に
評
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
綜
合
庁
」
に
は
、
墨
子
研
究
の
成
果
や
、
国

際
学
会
の
模
様
が
掲
示
さ
れ
、
中
央
に
は
「
墨
子
文
化
城
」
と
称

し
た
模
型
を
設
置
し
て
い
る
。
「
科
技
庁
」
で
は
、
光
学

・
力
学

・

数
学
・
幾
何
学

・
声
音
伝
播
学
等
に
関
す
る
展
示
物
が
数
多
く
あ

り
、
こ
れ
ら
の
科
学
技
術
が
墨
子
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
。
墨

子
の
軍
事
思
想
や
防
御
措
置
に
つ
い
て
は
「
軍
事
庁
」
に
て
紹
介

さ
れ
、
エ
具
や
武
器
等
の
模
型
も
置
か
れ
て
い
る
。
「
聖
蹟
庁
」
に

は
、
孔
子
の
『
聖
蹟
図
』
に
模
し
て
、
墨
子
の
生
涯
を
色
鮮
や
か

」

[
[
[
i-

展
示
さ

れ

｀

｀
ヽ

i
合
1

¥:' 

て

い
る

。

＇

知

1§．で．／

こ
の
紀

念
館
に
お

い
て
、
墨
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六
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
博
物
館

（
草
野
友
子
）

九
月
七
日
午
後
、
臨
祈
市
の
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
博
物
館
を
訪
問

し
た
。
前
述
の
通
り
、
我
々
の
訪
問
は
渡
航
前
に
手
紙
で
博
物
館

側
に
連
絡
し
て
お
り
、
博
物
館
か
ら
来
訪
歓
迎
の
旨
の
返
信
を
受

け
取
っ
て
い
た
。

本
博
物
館
は
、
一
九
七
二
年
四
月
に
『
孫
子
兵
法
』
『
孫
腋
兵
法
』

な
ど
が
出
士
し
た
銀
雀
山

一
号
漢
墓

・
ニ
号
漢
墓
の
あ
る
場
所
に

位
置
し
て
い
る
。
一
九
八
一
年
二
月
に
博
物
館
の
設
立
準
備
が
開

始
さ
れ
、
翌
一
九
八
二
年
に
建
物
の
建
築
が
始
ま
り
、

一
九
八
九

年
十
月
に
正
式
に
公
開
さ
れ
た
（
写
真
A
)
。

博
物
館
に
到
着
後
、
先
ず
館
員
の
案
内
で
館
内
の
展
示
を
見
て

回
っ
た
。
博
物
館
の
中
心
的
建
物
は
、
「
銀
雀
山
漢
墓
鞭
」
と
「
竹

簡
陳
列
應
」
で
あ
る
。
「
銀
雀
山
漢
墓
應
」
は
、
一

九
八
四
年
に
完

成
し
た
建
物
で
、
銀
雀
山

一
号
漢
墓
と
二
号
漢
墓
の
墓
坑
を
す
っ

ぽ
り
と
授
う
形
で
建
て
ら
れ
て
い
る
（
写
真
B
)
。
も
っ
と
も
、
発

掘
の
際
に
、
二
つ
の
墓
は
棺
郭
の
部
分
ま
で
周
囲
の
土
が
掘
り
下

げ
ら
れ
た
。
現
在
展
示
さ
れ
て
い
る
墓
坑
や
棺
郭
は
、
い
ず
れ
も

後
に
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
建
物
の
壁
面
に
パ
ネ
ル
で
展
示

[
[
｀
｀
｀
口
〗

O[

l

続
い
て
「
竹
簡
陳
列
應
」
を

一

見
学
し
た
。
二
階
建
て
の
こ
の

一
}
 

建
物
は
一
九
八
七
年
に
完
成
し
i

た
も
の
で
、

一
階
に
は
『
孫
子

一

兵
法
』
『
孫
腋
兵
法
』
な
ど
に

関
連
す
る
、
春
秋
戦
国
時
代
の

i

r
 

•• 
,.
 

戦
争
の
様
子
を
示
す
兵
器
な
ど

f
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の
展
示
が
あ
る
。

二
階
に
は
、
銀
雀

山
漢
墓
か
ら
出
土

し
た
竹
簡
や
涌
、

漆
器
な
ど
の
展
示

が
あ
っ
た
。
但
し
、

こ
の
博
物
館
に
は
、

銀
雀
山
漢
墓
か
ら

出
土
し
た
竹
簡
の

実
物
は

i

つ
も
な

V
、
展
示
さ
れ
て

い
る
竹
簡
は
す
べ

て
レ
プ
リ
カ
で
あ

る
。
実
物
は
山
東
省
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

館
内
を
見
学
し
た
後
、
館
長
の
宋
開
霞
氏
、
研
究
室
主
任
の
楊

玲
氏
と
面
談
し
た
（
写
真
D
)
。
面
談
の
際
、
銀
雀
山
漢
蔓
竹
簡
中

の
大
量
の
残
筋
に
つ
い
て
、
「
本
博
物
館
で
は
現
在
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。
或
い
は
今
後
取
り
組
む
予
定
は
あ
る
の
か
」
と

質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
楊
主
任
は
、
「
本
博
物
館
に
お
け
る
研

究
は
国
家
文
物
局

・

孫
子
研
究
会
・
軍
事
科
学
院

•

国
防
大
学
に

よ
る
指
導
の
下
で
行
わ
れ
て

い
る
。
出
土
し
た
竹
筋
に
つ
い
て
は

三
次
に
わ
た
る
出
版
の
計
画
が
あ
る
。
既
に
一
九
八
五
年
に
第
一

：ぷ

写真B 銀雀山漢墓應奥が一号漢塞、
手前が二号漢塞の墓坑

次
の
出
版
を
行
っ
た
が
、
第
二
次
•
第
三
次
の
出
版
は
ま
だ
行
わ

れ
て
い
な
い
。
現
在
本
博
物
館
と
し
て
は
、
出
土
し
た
資
料
に
つ

い
て
、
そ
れ
を
一
般
に
向
け
て
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て

い
る
」
と
答
え
ら
れ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、

「
そ
の
第
二
次

•
第
三
次
の
出
版
計
画
と
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
予
定
で
あ
る
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

楊
主
任
は
「
第
二
次
は
医
書
、
第
三
次
は
文
帝
•
武
帝
期
の
歴
譜

を
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
出
版
さ
れ
る
か
ど
う

か
は
国
家
文
物
局
の
指
導
如
何
に
よ
る
。
理
由
は
分
か
ら
な
い
が

現
在
出
版
は
中
断
し
て
い
る
。
詳
し
い
出
版
予
定
を
知
り
た
け
れ

ば
文
物
出
版
社
に
問

ー
屈ジ

い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
」

と
回
答
さ
れ
た
。

更
に
、
「
第
二
次
・

第
三
次
の

出
版
が
予

定
さ
れ
て
い
る
文
献

に
つ
い
て
、
現
在
研

究
チ
ー
ム
が
存
在
し

て
い
る
の
か
」
と
尋

ね
る
と
、
楊
主
任
は

「
古
籍
研
究
所
の
呉

九
龍
先
生
を
中
心
に
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研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
発
掘
当
初
は
二
十
人
ほ
ど
の
専
門
家
が

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
現
在
ま
で
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
呉
先
生
だ
け
で
あ
り
、
整
理
作
業
の
速
度
は
遅
く
な
っ

た
。
現
在
本
博
物
館
と
し
て
の
仕
事
は
、
（
内
外
の
研
究
者

・
研
究

組
織
に
対
す
る
）
接
待
が
中
心
で
あ
る
」
と
答
え
ら
れ
た
。

続
け
て
宋
館
長
が
、
「
現
在
本
博
物
館
は
、
兵
学
文
化
研
究
会
と

簡
阻
文
化
研
究
会
と
の
、

二
つ

の
学
会
の
設
立
を
次
の
目
標
と
し

て
い
る
。
銀
雀
山
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
筋
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

国
の
内
外
で
進
ん
で
お
り
、
本
博
物
館
と
し
て
も
、
国
防
大
学
や

社
会
科
学
研
究
院
の
謝
貴
華
氏
の
指
導
の
下
で
、
専
門
家
や
学
者

を
集
め
、
共
同
作
業
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
、
内
外
で
発

表
さ
れ
て
い
る
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
協
力
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
。
共
同
研
究
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
宋
館
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
こ
の
博
物
館
が
行
っ
て
き
た

出
土
二
十
五
周
年
・

三
十
周
年
・

三
十
五
周
年
の
記
念
事
業

・
記

念
出
版
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
二

0
―
二
年
の
四
十
周
年
に
も

記
念
事
業
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。

面
談
の
最
後
に
、
「
本
来
銀
雀
山
漢
募
竹
簡
の
実
物
は
、
山
東
省

博
物
館
で
は
な
く
本
博
物
館
に
お
い
て
収
蔵
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
山
東
省
博
物
館
と
の
間
で
そ
う
し
た
交
渉
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
」
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
宋
館
長
は
、
「
遠

か
ら
ず
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
回
答
さ
れ
、
現
在
は
貴
重
な
資

料
を
安
全
に
保
管
・
管
理
す
る
た
め
の
施
設
の
準
備
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
、
「
原
簡
應
」
を
建
設
し
、
竹
筋
の
保
護
や
研
究
に
取
り

組
む
予
定
で
あ
る
こ
と
、
で
き
れ
ば
出
土
四
十
周
年
に
当
た
る
ニ

0
―
二
年
に
は
実
現
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。

戦
国
楚
簡
研
究
会
で

は、

二
0
0
六
年
に
湖
南
省
で
の
調
査
を

実
施
し
、
馬
王
堆
漢
墓
と
、
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
文
物
を

収
蔵
・
展
示
す
る
湖
南
省
博
物
館
と
を
視
察
し
て
い
る
（
『
戦
国
楚

簡
研
究

2
0

0

 6
』
〔
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
、

二
0
0

六
年
十
二
月
〕
参
照
）
。

一

湖
南
省
博
物
館
の
視
察
で

一

は
陳
松
長
氏
が
案
内
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
だ
が
、
一

般
の
展
示
ス
ペ

ー
ス
に
多

数
の
吊
書
や
筋
閥
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
出
土

資
料
の
展
示
は
大
変
充
実

し
て
い
た
。

銀
雀
山
と
馬
王
堆
と

は
、
と
も
に
七

0
年
代
前

写真D
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館長の宋開霞氏（右）と
研究室主任の楊玲氏
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半
に
漠
墓
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
多
く
の
貴
重
な
文
物
が
出
土
し
た

が
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
立
つ
二
つ
の
博
物
館
は
、
随
分
と
状

況
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
馬
王
堆
は
、
博
物
館
や
研
究
機

関
が
多
数
存
在
す
る
湖
南
省
の
省
都
・
長
沙
の
市
内
で
あ
り
、
一

方
銀
雀
山
は
、
山
東
省
の
省
都
・
済
南
か
ら
遠
く
離
れ
た
臨
祈
に

あ
る
こ
と
が
、
そ
の
違
い
を
生
ん
だ
大
き
な
要
因
な
の
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
博
物
館
の
整
備
加
層
進
む
こ
と

を
期
待
し
つ
つ
、
博
物
館
を
後
に
し
た
。

（
竹
田
健
二
）
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